
けいあい『SUKU☆SUKU』サロンだより 11 号  

                         令和 7 年(2025)11 月 

*****☆話題***『たての学び』***☆*****  

小学校の作品展を見学しました。 

卒園生の作品見つけて、「○○くんって かいてある！」 

お姉ちゃんの作品を見つけて、「ねえねの みつけた！」 

「どうやって かいたらこうなるの？」「どこかに やりかたかいて 

ないかな？」と技法に興味を示す子。お面の展示では 

「なんで できてるの？」と素材を考える子も ・・・・・ 

学びには、『たての学び』と『よこの学び』があります。 

『たての学び』は、学年を超えた集団の学び、『よこの学び』は、 

学年での学びと言ってもいいでしょう。 

小学校でも１年生と２年生３年生で「〇〇レストラン」と 

同一ﾃｰﾏで、学年を超えて制作していました。 

 そう、年長（コスモス）さんと小学校３年生まで、『まなぶ歓び』が 

つながりましたね。 ☚*^_^*☆ 

 

今年は『SUKU☆SUKU』の日が、2 ヶ月に１回になりました。  

次回は・・・                       

『SUKU☆SUKU』サロンは、1 月 24 日(土)10：00～11：00 敬愛こども園＊面談室 

『SUKU☆SUKU』セミナーは、1月 24 日(土)14：00～16：00 敬愛フレンド保育園*IB（ｱｲﾋﾞｰ）ホール 

      ﾃｰﾏ 『豊かなイメージを育む ことばあそび』 

対象の方は、原則・敬愛学園各園（学童クラブも含みます）の保護者の方です。 

なお、お子様のおあずかりは、在籍する各園にお申し込みください。 

また、サロンは個別の相談がある場合は 1時間となります。 お問い合わせは 

敬愛こども園：042-663-4017（星野） tomoka-hoshino@keiaigakuen.com 

敬愛フレンド保育園：042-678-2921(石井) ayako-ishii@keiaigakuen.com 

*****☆☆***『詩ごころ』を楽しもう***☆***** 

 

  

 

 

 

もしかしたら、人間は生まれたときから、人に対する「おもいやり」や「自分のやくわり」意識

があるのでしょうか。1 歳児の一時保育のお子さまが、園になれずに泣いていました。すると、そ

っとティッシュをわたす 1 歳児が・・・。まだ、言葉もない子たちのコミュニケーション（おもい

やり）。学童クラブの３年生の子どもたちも「自分のやくわり」を思いついたのでしょう。 

 お子さまの 一つ一つの紡ぎだす言葉は ほんものの「事（こと）」の「端（は）」です。 

 

☆  ぼくたちで かかりかつどう きめたんだ  

    みんながたのしく あそべるように     

 学童クラブの３年生、どのような「かかり」かな ・・・  ☆good アイディア・・・‼(^0_0^)☀ 

 

おたんじょうびの 

ケーキ（1年生作品） 
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   敬愛保育園の発祥の地が、『敬愛ガーデン』として、 

                生まれ変わりました。ふたたび、子どもの声が地域に 

戻ってきました。開園時間は、だれでも入れるお庭です。 

  一頭のお馬さん。「このおうまさん ママものったんだよ」 

そうなのです。今回、塗り替えたこの「おうまさん」 

およそ半世紀余 …  

敬愛の子さまたちを温かく見守っているのです。 

*^_^*☆ のってみようね ❣ 

*****☆☆☆☆*** 本とあそぶ  ***☆******☆*****☆**** 

よい本の判断は、まずご自分（大人）が、本当に楽しめるかどうかです。その姿が、子どもた 

ちの学びになります。 「本とあそぶ」 はじめてみませんか ・・・今回は  

☆ 『僕には 鳥の言葉が わかる』 

鈴木 俊貴 著 

  （小学館 2025 年 1 月 初版発行） 

著者の鈴木さんの「野鳥(シジュウカラ)愛
あい

」が 

そのまま伝わってくる本です。 

 

幼いころの鈴木さんは、「ダンゴムシやバッタ、 

クワガタ、ヤドカリ、カエル、ドジョウ、ナマズ。 

いろいろな生き物を捕まえて」家で飼って・・・、 

「かれらはどういうふうにこの世界を見てるんだろう」 

と考えていたとのこと・・・ 

 そういえば、アリのようすをじーっと眺めていた 

２歳児の子・・・棒切れをアリの前に置いて、乗り越え 

させることをくりかえしていました。どんなことを考えていたのでしょう。 

 カマキリを怖がっていたのに、大切にビニール袋に入れて、家に持って帰った子もいました。ど

んな学びがあったのでしょう。 

そこには、「失敗」はありません。すべてがかけがえのない貴重な体験です。自然からの学びは、

すべてそのお子さまの幸福な人生の礎になります。子ども時代の本物の「体験」は、AI 時代に生き

るための力になるのです。 

この本の内容は、大人向けですが、子どもの感性を引き出すヒントに溢れています。巻末には、

シジュウカラの実音の「音声（ことば）」が、二次元コードでついています。 

説明はいりません。親子で「シジュウカラ語」楽しんではいかがでしょうか。 

 

文責： 加藤康紀 

*****☆☆☆*** サロンの星くず ***☆******☆*** 

 

 


